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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第12号 (2008)

留学日本語プログラムWeb履修システムの開発

難波 康治
*・

佐合 弘行
**

要  旨

留学生センター 日本語教育部門では、 日本語教育プログラムの改革と平行 して平成 18年度の教

育基盤整備費の配分を受け、従来のプレースメン トテス トと履修登録手続きをすべて WEB化 し、

学内外のどこからでも縦横申請を行えるシステムを開発 した。本稿は、その開発の経緯とシステ

ムの概要について報告する。

1.は じめに

留学生センターでは、平成 18年度の教育基盤整備

費の配分 (150万円)を受け、これまですべて紙ベー

スで行つていた、「留学生日本語プログラム」のレベ

ル分け (プ レースメントテス ト)および履修手続きを

Web化 し、平成 19年春学期から運用を開始した。

これは、平成 16年度に行つた留学生センター日本

語プログラムのカリキュラム改革に伴って一本化され

たプレースメン トテス トおよび履修登録作業をWeb

上で行 うことによって、より多くの日本語学習を希望

する学生の便宜を図るべく開発を開始したものである。

2.留 学生対象 日本語 プログラムのカ リキ ュ

ラム改革 とそれに伴 う問題点  ‐

平成 16年度、大阪大学留学生センターでは、従来

の日本語研修コース (15週間の集中コ,ス )、 と「日

本語補講」を相互乗り入れし、さらに共通教育の日本

語科目、および短期交換留学生を対象とする「国際交

流科目日本語」と並行して単位取得を目的としない科

目を設置することにより、見かけ上レベル別に分けら

れた多様な日本語科目を、留学生ごとのニーズに従つ

て選択する「アラカル ト方式」の総合的な「留学生日

本語プログラム」へとカリキュラムの大幅な改革を行つ

た。それまで個々のプログラムごとに実施されてきた

授業を効率的に配置することによって、受講者に対し

ては日本語科日の選択の幅を広げることができ、一方

で、留学生センターにおいては、それまで個々のプロ

グラムごとにそのコーディネータが行つてきたプログ

ラム運営を一本化することによって、人的リソースの

効率化を図るという目的があった。

カリキュラム改革は、学習者にとつては(選択の幅

を広げ、希望すればより多くの科目を履修できるなど

のメリットを生むとともに、履修希望者のかたよりの

解消や、重複した内容の授業を二本化し、わかりやす

くするなど、大きな効果を上げてきた。

一方で、日本語プログラムの一本化によつて、以下

に述べるような問題点も浮上してきた。これらの問題

は、本学が豊中、吹田の両キャンパスに分かれている

ことにカロえ、近年の留学生プログラムの多様化と、そ

れと並行して増加する日本語プログラム受講者に対応

することによつて生じたものである。

*大
阪大学留学生センター准教授

**大
阪大学大学院情報科学研究科

―-113-



2.1 プレースメントテス ト実施の負担

平成 16年度に「留学生日本語プログラム」として

一本化するにあたり、それまでのプレースメントテス

トを見直し、マークシー ト方式による客観テス トと漢

字・語彙の筆記テス トを組み合わせた「新プレースメ

ントテスト」を開発した。 2年間の実施により、以下

のような問題点が明らかになつてきた。

(1)全学の留学生を対象としたために、プレースメ

ントテストを複数回、さらに豊中、吹田の両キャ

ンパスで行 う必要がある。

(2)採点をマークシー トリーダーにかけるためにプ

レースメントテス トの回答用紙を速やかにセン

ターに持ち合えり、リーダーにかける必要があ

る。

(3)マークシー トで採点したのち解答用紙をセンター

に持ち帰る必要がある。

(4)結果発表を紙ベースで掲示するために、レベル

判定後すみやかに複数のキャンパスで掲示を行

う必要があり、時間的な余裕がない。

以上のように、プレースメントテス トの実施に際し

ては、時間と手間がかかり、学期当初の繁瞳期に多大

な人的リソースを割かねばならなかつた。また、監督

補助、採点補助のためにアルバイ トを雇用する必要が

あり、費用面でも負担が大きくなつた。

2.2 履修登録作業の複雑化

一方、プレースメント結果発表後の履修登録につい

ても、時間的、人的な負担が増大していた。

プレースメントテス トを受験した履修希望者は :

(1)プレースメントテスト結果発表を見て、自分の

レベルを鳳 .

(2)両キャンパスの留学生センターに配置された冊

子 「留学生日本語プログラム履修ガイ ド」を受

け取 り、「履修ガイ ド」にあるシラバス説明を

読む。

(3)同所に配置された履修申し込み用紙 (100レベ

ルから550レベルまでの各レベルごとに作成 )

の中の希望する科日にチェックして決められた

期間内に留学生センターの受付に提出。

以上の手続きの過程で、少なくとも3度留学生セン

ターに足を運び、さらに履修が許可されたかどうかの

確認のために留学生センターの掲示板を確認する必要

があった。

その間、留学生センター側では、履修申込者の受付

と相談対応のために「受付窓口」を常設 しなければな

らず、このことも留学生センターの少ない人的リソー

スで対応するには大きな負担となっていた。

3.シ ステムの特徴

本システムの特徴は、以下の4点である。

(1)学籍番号とパスワー ドによる認証を行い、大阪

大学にFJTRす る学生だけを対象としたシステム

を構築した。

(2)プレースメントテス ト、履修登録、授業連絡、

成績確認を統合的に行えるシステムとした。ま

た、システムヘのアクセスは、学生からだけで

なく、授業担当教員、留学生センター事務、各

部局の事務からもそれぞれの権限でアクセスし、

学生の履修確認や連絡を行えるようにした。

(3)ウ ェブ上で行 う日本語レベル自己診断テス トも

あわせて開発し、自分の学ぶ日本語のレベルを

自己責任において選択するシステムとした。

(4)KOANで は実現されていない、履修システム

のバイリンガノイヒを行い、外国人留学生のうち

で日本語能力の低い学生にも対応 した。

4.シ ステム構築

41 仕様策定

物 理 的 に は、 留 学 生 セ ン ター 内 に新 た に

LinuxWebサーバを設置して、学生の個人データを

独立して管理することとした。これは、学生番号や成

績など、学生の個人情報を扱うことになるため、セキュ

リティの確保に重点をいたためである。データと入力

フォームを物理的に切 り離して、入力部分で認証を行

い、直接外部からデータにアクセスしないシステムと

した。
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仕様の具体的な詳細についてはセキュリティ上の理

由からここでは言及しない。

4.2開発作業

実際のシステム構築作業は以下の羽 1贋 にて行つた。

システム全体の設計を難波が担当し、プログラミング

は佐合が担当した。また、日本語レベルチエックの間

題作成は日本語教育部門の教員全員があたつた。開発

期間は平成 18年 5月 より平成 19年 3月 までの期間

である。

(1)履修登録作業の分析

機能の洗い出しのために、「留学生日本語プログ

ラム」の教務スケジュールを再度検討し、システム

において必要となる機能の整理を行つた。

(2)他の履修登録システムの調査

大阪大学の履修登録システムであるKOANや、

他の教育機関において稼働している科目履修登録シ

ステムを調査し、画面の操作性などを検討した。

(3)基本設計の確定

平成 18年 9月 までに上記の作業を終了し、シス

テムの機能およびアピアランスの基本設計を完了し

た。

(4)関係者への仕様説明とフィー ドバック

平成 18年 11月 に、教員および職員に対してシ

ステムの機能と基本設計の公開を行い、システムに

対する要望などのフィー ドバックを得た。

(5)Webサーバの導入

平成 18年 9月 にWebサーバの導入とOSお よ

び Webアプリケーションのインス トールを行つた。

(6)システムのプログラミング

平成 18月 11月 より1贋次機能の実装を開始した。

(7)日 本語レベルチェックの問題作成

平成 18年 10月 より日本語教育部門で検討を開

始し、1月 までに問題を作成し、外部の業者にサイ

ト作成を依頼した。

(6)テス ト

平成 19年 2月 にシステムの基本的な構築を完了

した。実際には稼働できる部分から操作の確認のた

めのテス トを行い、 lヶ 月にわたつてシステムのバ

グ出しや操作性の確認を行つた。

(7)操作方法の説明会

平成 19年 3月 に教職員に対してシステムの説明

会を行つた。

(8)ID発行

授業担当者、留学生センター事務、部局事務のそ

れぞれに対し、各々権限の異なるIDを発行した。

(9)操作説明書の作成

学生向けに日本語、英語、中国語の 3カ国語で操

作説明書を作成し、留学生センターおよび各部局に

おいて閲覧可能とするとともに、ログインページか

らもダウンロー ド可能とした。また、教員、職員用

の操作説明書 (日 本語のみ)も別に作成 し、関係者

に配布した。

(9)広報

それまでの引参登録の方法とはまったく異なる新

たな履修手続きを実施することになるため、ウェブ

履修システムの導入を広報する大判のポスターを作

成し、 ICホールおよび各部局に掲示して周知を計っ

た。また、ガイ ドブック (日 本語版、英語版)も新

たに作成し、履修手続きの刊煩をわかりやすく解説

した。また、留学生センターのニューズレターにも

履修手続きの要点をまとめた特集を掲載し、学内各

部局への広報を行つた。

5.シ ステムの概要

以下、実際のシステム画面に即して、概要を紹介

する。

5.1 ログイン

留学生センターウェブサイ トから専用 ログインペー

ジヘのリンクを張り、扉ページにて言語の選択を行つ

て、以降は日本語と英語のページを独立して作成した。

ログインページも日本語、英語の両言語独立したペー

ジとした。学生は、ログインページの指示に従つて

ID登録画面に進み、自分の学籍番号とパスワー ドを

入力する。学籍番号の情報はKOANか らあらかじめ

データを本システムに移管済みであるため、学籍番号
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が存在しないものである場合は ID登録を受け付けな

い。このように「なりすまし」の学生を排除するよう

にした。

…
.― クリッタ′て

“…
―卜を■2してくださヽバス

"睡

初めてログインしたら、簸 リックしてス●薔置に彗み、●●■●■●φ

ただし、以下に述べる「日本語レベルチェック」画面

については日英併記とした。

5.2 日本語レベルチェック

本システムの一つの特徴は、日本語の 能力判定の

結果から履修登録システムヘの遷移をシームレスに行

うようになつている点である。

日本語のレベルチェックとは、日本語の自己判定を

履修希望者自身がセルフチェックの形で行い、レベル

判定から自分の受講レベルを決定するシステムである。

以下にそのステップを示す。

(1)ガ イ ドライン表示画面

ここでは、留学生日本語プログラムを受講するに

あたってのガイ ドラインを示し、そのガイ ドライン

を遵守することに同意することを受講の条件とし、

同意した場合のみ次の段階に進めるようにした。
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Dose st●dcnts癬 o aroapung rort、 clsC Japanett L“ Юua9● p● 9=nm

,rOr cに ncy tett C腱 ol薇・ f,● lung■ to the[“ WeO ReO綺ねヽOo Systom
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(2)レベル選択画面

レベル 100か ら550レベルまでの 5つのレベル

があることをボタンに示し、ボタンをクリックする

ことによつて、各レベルの概要説明に進むようにし

た。このプロセスは「戻る」ボタンによって何度で

も遡及できるようにして、学生が自分にあったレベ

ルの見当をつけられるよう工夫した。

=11■
1■,IIII■

…
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(3)各レベルの概要説明画面

レベルの概要を簡単に示したものである。

雌尋■無椰i熾1鷲鷺411攣

'瀞

精悟需摯II

および語彙能カチェックのための cloze testに 進

む。問題は 20間であるが、受験を繰 り返しても同

じ問題をすることにならないよう、各レベルごと設

問のリポジ トリを作成 し、そこからランダムに 20

問を出題するようにした。

400レベル

`■
  111 Ⅲ議昴轟

‐
轟

議議議議縮鵜■
蜘 轟

この概要説明を読み、

たレベルを選択すると、

る。

日本語レベルチェックは、「日本語能力自己診断」

と「日本語能カチェック」の2つのタスクによつて

構成される。

(4)Can‐do statementを 用いた日本語能力自己診断

ここでは、レベルごとのゴールとなる日本語言語

行動のリス トが 10問示され、受験者がそれぞれの

判断で、 1(むずかしい)から5(やさしい)まで

の自己評価を行 う。

400レベル(Leve:400)

自分に適当であると判断し

日本語レベルチェックに入

^`●
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(6)診断

レベルチェックを終えると、以下の画面のような

レベル診断画面に遷移する。この画面では、得点に

よつて適切なレベルに誘導するようにした。

;翻1

‰
=露

輩鰤 翼“Lζ ll)

→ 鰹踵螢基針
樅麟.|
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「日本語レベルチェック」の枠組みの決定、およ

び問題作成には、日本語教育部門の教員全員があた

り、レベルごとに作成チームを組織して、個々のレ

ベルの問題を作成した。最終的には全員の協議を通

じてレベル間での言語行動や難易度の調整を行つた。

なお、2007年秋学期からは、来学前に日本語のレ

ベルチェックを行いたいというニーズに応えるため

(5)Cloze testを 用いた日本語能カチェ

「日本語能力自己診断」を終了すると、

ツク

次に文法
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に、学籍番号を持たない来額予定者でも認証を行わ

ずに実施できる「公開版日本語レベルチェク」を留

学生センターのウェブサイ トに設置した。

5.3履修登録

レベルチェックを終え、「そのレベルで登録する」

ボタンを選択すると、履修登録画面に遷移する。

学生画面の機能は、基本的に履修登録と成績確認を

直感的に行えるように国向の設計を行った。 トップペー

ジには留学生センターからのお知らせを随時掲載でき

るようにウィンドウを設けた。

難|:11:1:::Iサ i憶艦響眈,ヤ∞7●32黎す
絆 |1騨

欄 議 騨 あ ぢあ を0●織 翌

1鐵|111

雛
=liⅢⅢI

実装された機能は以下の通りである。

(1)履修登録・確認

左の欄の「履修登録 。確認」ボタンをクリックす

ると、選択したレベルの授業が時間割の形で示され

る。科目にカーソルをあわせると、バルーンが表示

され、「関連科目Jが現れ、同時に受講しなければ

ならない授業を指示する用になっている。履修登録

を行つた科目には「鉛筆マーク」が付される。

驚撃娑議率需ア●グラ● 筵福摯霧シス,

一̈一一一一質̈
一̈｝一計

(2)シラバス参照

時間割画面から、授業科目名をクリックすること

でシラバスを参照し、そこから各授業科目のシラバ

スなど詳細を見ることができる。シラバスを読んで

11議億1

鰈

受講することを決定する場合は、下の「登録する」

ボタンをクリックすることで履修登録が完了する。

その他、学生画面からは以下のような操作を行える

ように設定した。

(3)レベル変更

履修期間内において受講レベルを変更する場合を

想定して、レベル変更を学生自ら行えるようにした。

(4)日 本語レベルチェック

レベル変更などで日本語レベルチェックを再受験

したい場合に備えて、日本語レベルチェックに遷移

するリンクボタンを設置した。

(5)パスワー ド確認 。変更

ノくスワー ドを変更したい場合に入カフォームから

変更できるようにした。

(6)問い合わせ

履修場のさまざまな問い合わせのために、Q&A

として質問の入カフォームを設置した。実際にはヘ

ルプデスクのメールア ドレスを併記し、メールによ

る問い合わせも可能とした。

5.4 管理

教職員については、それぞれの職務に応じた権限を

与え、管理者には以下のような作業ができるようにし

た。

(1)担当講義 (教員のみ)

授業担当教員個々の担当する授業のみが時間割上

に現れ、授業名をクリックすることによつて、学生
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の一覧が現れるようにした。また成績登録時期には、

この学生一覧から成績および出席の記入ができるよ

うにした。 ， 臓」警嶽一一豪
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(2)講義検索

レベル、科目名、担当教員、曜日

パス別などから講義の一覧を検索し、

細を表示する機能を付加 した。

(3)講義登録・変更

授業時間割画面などに表示するため、科目をシス

テムに登録する機能。授業時間割などのデータは学

期前に一括して登録するが、事情により科目の変更

などのあった場合に、管理画面から個々に登録や修

正ができるようにした。時間割が表示された画面の

「鉛筆マーク」をクリックすることで編集画面に遷

移する。

(4)シラバス参照・登録

学生画面と同様、個々の授業について、そのシラ

・時限、キャン   バスを表示できるようにしているが、さらにシラバ

その講義の詳   ス表示画面から編集画面に遷移してシラバスの修正

が直接できるようになつている (画像省略)。

(5)学生一覧・成績・出席入力

担当科目をクリックすると学生一覧が現れ、成績

記入期間には学生の出席数と成績、合否の判定を記

入できるようになる。
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(6)学生検索

名前、学籍番号、所属、履修レベルなどの属性か

ら、学生の個人情報を検索できる機能である。
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(7)学生登録
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(8)連絡入力

トップ画面に表示する連絡事項を記入する機能で

ある。

(9)Q&A

学生や関係部局からの問い合わせを参照し、回答

する画面である。

(10)パ スワー ド検索

さらに、平成 19年度前期の経験をふまえ、後期

からは学生のパスワー ドの問い合わせに対応するた

めにパスワー ド検索の機能を追加 した。

6.評 価

1年間の運用を経て、秋学期の終了時に学生に対し

てWeb履修登録システムの評価のためのアンケー ト

を行つた。

時期的な問題もあり、回答が少数にとどまつたため

に、統計的なデータとしては不十分なものの、「全体

的な評価」においては非常に高い評価を得ることがで

きた。個々のコメントからも、ウェブ上で履修登録を

行 う利便`性への高い評価があつた。その一方で、広報

の不十分さや操作性のさらなる改良を希望するコメン

トも見られた。評価については、引き続き今年度も関

係者へのアンケー トを行い、報告をまとめる予定である。

7.お わ りに

本 Web履修登録システムが稼働 して、まだ 2学期

しか経過していないが、学生側からも教員、事務側か

らもおおむね好意的な評価を受けている。特に、学期

当初、新たな留学生の受け入れなどで繁瞳を極める教

員にとっては、履修登録にかかる労力が大幅に軽減さ

れている。短い開発期間にもかかわらず、致命的なプ

ログラムのバグもなく、ほぼ全期間にわたつて滞りなく

稼働を続けられたことは非常に幸運であつたとも言える。

しかし、その一方で、計画段階では想定していなかっ

た問題
`点
や、使い勝手の悪さも表れてきた。また問い

合わせ機能のように、あまり使われない機能もあつた。

今後、プログラムのカリキュラム自体が様々に変化

することも考えられるが、今回作成 したシステムをそ

の変化に柔軟に対応できるように改良を加えるととも

に、すべての利用者にとつて使いやすいシステムとな

るようにフィー ドバックを求めていく予定である。今

年度は、現在コマンドベースで行つている機能 (過去

の成績参照、アクセスログの記録)も管理画面上から

表示できるように改良を加える予定である。
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